
久留米市 健康福祉部 地域福祉課

社会福祉法人 久留米市社会福祉協議会

くるめ支え合うプランについて
（久留米市地域福祉計画・久留米市地域福祉活動計画）

1



第３期地域福祉計画・第６次地域福祉活動計画

「くるめ支え合うプラン」

・地域における支え合いの仕組みづくり
を進めるための基本理念と、それを
実現するための方向性を示す計画。

・計画期間：令和２年度～令和７年度

・市の地域福祉計画と社会福祉協議会
の地域福祉活動計画を一体的に策定。

写真：くるめ支え合うプラン
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(参考)市町村地域福祉計画とは（社会福祉法第107条）

●策定は、市町村の努力義務（平成30年４月～ ）

●計画の位置づけ
地域における高齢者の福祉、障害者の福祉、児童の福祉その他の
福祉の各分野における共通して取り組むべき事項を一体的に定める計画

●計画に盛り込むべき事項
①地域における福祉サービスの適切な利用の推進に関する事項
②地域における社会福祉を目的とする事業の健全な発達に関する事項
③地域福祉に関する活動への住民の参加の促進に関する事項
④地域生活課題の解決に資する支援が包括的に提供される体制の整備に

関する事項（平成30年４月～追加 ）
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具体的な施策のひとつが「重層的支援体制整備事業」



新総合計画（目指す都市像：市民一人ひとりが輝く都市くるめ）
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くるめ支え合うプラン

人権教育・啓発基本指針

本市の各計画等との関係
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▲上位計画

福祉の各計画や

関連する計画の

▼基本となる計画

分冊：再犯防止推進計画



策定の背景（社会情勢）

･複合的な課題を抱える世帯

･制度が対象としていない生活課題

２０２５年問題、少子高齢化、人口減少、単身世帯の増加
貧困、非正規雇用、生活保護の増加、DV、児童虐待
障害者虐待、高齢者虐待、待機児童、介護問題、無縁社会
再犯率の増加、孤立・・・

顕在化
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策定の背景（久留米市の世帯の家族類型別の割合）

24.3％

36.1％



このような現状や課題を踏まえ、

くるめ支え合うプラン を中心に

地域福祉を推進し、

地域共生社会の実現をめざす。
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地域共生社会とは

制度・分野ごとの『縦割り』や「支え手」「受け手」という関
係を超えて、地域住民や地域の多様な主体が『我が事』として参
画し、人と人、人と資源が世代や分野を超えて『丸ごと』つなが
ることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに
創っていく社会。

地域で共に生きる
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「くるめ支え合うプラン」の体系
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①支え合う意識や
つながりの希薄化への対応が必要

②誰もが気軽に集える場の
不足への対応が必要

③相談しづらいことへの対応が
必要

④複合的な課題や制度の狭間の
課題等への対応が必要

⑥地域活動等の担い手不足への
対応が必要

⑦地域住民等への支援の強化が
必要

⑧情報が適切に入手できていない
ことへの対応が必要

課題（第３章）
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⑤地域防災力の強化が必要



（１）つながりの構築 （８）財源確保の推進

（２）見守り活動の推進 （９）地域における人材の育成

（３）誰もが集える場の拡充 （10）地域コミュニティ組織等への支援

（４）個別の対応が必要な人への支援
（11）社会福祉法人・学校・事業所等

の地域貢献の促進

（５）災害時に支援が必要な人への支援 （12）福祉人材の育成と資質の向上

（６）権利擁護の推進
（13）福祉への理解を深める取組みの

推進

（７）多機関連携の推進

課題に対応する取組み（第４章）
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成果指標（第５章）
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成果指標 目標項目 基準 R7目標 中間実績

＜指標１＞
全体

地域での支え合いや助け合い
が充実していると感じる市民
の割合

64.1％
（R1調査）

70.0％ 62.0％
（R4調査）

＜指標２＞
関係を豊かにする

地域での見守り訪問活動件数
226,650件
（H30実績）

296,000件 241,061件
（R3実績）

＜指標３＞
寄り添う体制
を整える

生活自立支援センターの新規
相談受付件数

1,020件
（H30実績）

1,020件 2,044件
（R3実績）

＜指標４＞
地域をともに
創る人を育む

①助けを求めることができる
人がいる市民の割合

81.3％
（R1調査）

87.0％ 82.8％
（R4調査）

②困っている人の相談にのる
ことができる市民の割合

23.7％
（R1調査）

29.0％ 23.8％
（R4調査）



計画の推進体制と進行管理（第６章）
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くるめ支え合う
プラン推進協議会

久留米市
・

久留米市
社会福祉協議会

計画の点検・評価

提言

プランの進捗状況や
具体的な取組み等の
推進に有効な手法など

調査・審議



くるめ支え合うプラン推進協議会のこれまで
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協議会での協議事項 プランの動き

令和２年３月 プラン策定

令和２年度
年２～３回開催

・重層的支援体制整備事業について
・再犯防止推進計画の策定について
・プランの進捗状況について

令和３年度 １２月 プラン一部改訂
（重層的支援体制整備事業について追記）

令和４年度 １１月 プラン分冊「久留米市再犯防止推進
計画」策定

■これまでの経過（プラン前半）



重層的支援体制整備事業とは

15出典：厚生労働省資料

下図Ⅰ～Ⅲを一体的に実施する事業（市町村の任意事業）



子ども障害
○地域介護予防活動支援事業
○生活支援体制整備事業
○地域活動支援センター機能強化
○地域子育て支援拠点事業
○共助の基盤づくり事業
・市民活動-絆づくり推進事業費補助事業
・生活困窮者社会資源活用促進事業
・支え合うプラン取組推進事業

②地域づくり事業

アウトリーチ事業

高齢 困窮

困りごと・相談

①包括的相談支援事業

地域包
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久留米市の重層的支援体制整備事業

制度の狭間の課題・複合化した課題

相談支援と地域づくりの両方から体制を整備

従来の体制・強みを活かしながら、

１つの支援チームとして連携を強化し
対応！

地域の
様々な
取組み

ｺﾝｿｰｼｱﾑ
のﾈｯﾄﾜｰｸ

地域

参加支援事業

多機関協働事業（重層的支援会議・支援会議）



重層事業の １歩目 と 目指すゴール
・支援を届ける
・枠を超える
・他の方法を考える

・「支える／支えられる」を超える
・相談支援と地域の距離が近くなり、
支援のあり方が変化する

それぞれの良さやノウハウを、互いに活かし合うことが重層の目指す姿
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協議会での協議事項 プランの動き

令和５年度 年１回を予定

令和６年度
年３～５回程度を予定
・今期6年間の総括
・次期プランの方向性、盛り込むべき
事項の審議

次期プラン策定方針の決定

現プランの総括
★次期プランの策定令和７年度

くるめ支え合うプラン推進協議会のこれから

■今後の予定（プラン後半）



地域福祉マガジン
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画像出典：久留米市HP
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